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は
じ
め
に

　
『
類
聚
国
史
』
天
長
五
（
八
二
八
）
年
一
二
月
一
五
日
条
に
次

の
よ
う
な
記
事
が
み
え
る
（
一
八
二
施
入
物
）。

　
　

備
前
国
稲
一
千
束　

充
二
大
和
国
霊
感
寺
一
。

　

備
前
国
の
正
税
稲
を
支
給
す
る
だ
け
の
簡
単
な
記
事
で
あ
る

が
、
こ
こ
か
ら
当
時
、
大
和
国
に
霊
感
寺
と
い
う
寺
院
が
存
在
し

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
本
稿
は
こ
の
寺
院
に
つ
い
て
い
く
つ
か

の
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
記
事
は
霊
感
寺
の
創

建
記
事
と
は
い
え
ず
、
創
建
時
期
は
こ
れ
以
前
と
考
え
る
べ
き
で

あ
る
が
、
具
体
的
な
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。

　

霊
感
と
は
神
仏
が
示
す
霊
妙
な
感
応
、
不
可
思
議
な
感
応
の
こ

と
で
あ
る
。
現
在
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
訳
語
と
し
て
神
仏

が
の
り
う
つ
っ
た
よ
う
な
感
じ
や
人
間
の
精
神
が
感
じ
と
る
霊
妙

な
感
応
の
意
味
が
普
通
で
あ
る
が
。以
下
の
事
例
に
留
意
し
た
い
。

『
続
日
本
後
紀
』

　

承
和
元
（
八
三
四
）
年
四
月
六
日
条

　
　

勅　

防
二
災
未
一レ
萌　

兼
致
二
豊
稔
一
。
修
善
之
力　

職
此
之

由
。
宜
レ
令
下
畿
内
七
道
諸
国　

択
二
国
内
行
者
一　

於
二
国
分

僧
寺
一　

三
ケ
日
内　

昼
則
転
二
金
剛
般
若
経
一　

夜
則
修
中

薬
師
悔
過
上
。
迄
二
于
事
畢
一　

禁
二
断
殺
生
一
。
又
如
有
二
疫

癘
一
処　

各
於
二
国
界
一
攘
祭
。務
存
二
精
誠
一　

必
期
二
霊
感
一
。

　

承
和
七
年
六
月
一
三
日
条

　
　

勅　

去
年
秋
稼
不
レ
登　

諸
国
告
レ
飢
。
今

疫
癘
間
発　

夭

傷
未
レ
弭
。
加
以
季
夏
不
レ
雨　

嘉
苗
擬
レ
燋
。
夫
銷
レ
殃
受
レ

祐　

必
資
二
般
若
之
力
一　

護
レ
国
安
レ
民　

事
由
二
修
善
之
功

　
　
　
　
大
和
国
霊
感
寺
と
御
霊
信
仰

鷺
　
森
　
浩
　
幸
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一
。
宜
下
命
二
五
畿
内
一　

七
ケ
日
間　

昼
転
二
大
般
若
経
一　

夜

修
中
薬
師
悔
過
上
。
長
官
精
進　

必
致
二
霊
感
一
。
修
善
之
間　

禁
二
断
殺
生
一
。

　

嘉
祥
二
（
八
四
九
）
年
二
月
二
五
日
条

　
　

陰
陽
寮
言　

今
年
疫
癘
可
レ
滋
。
又
四
五
月
応
レ
有
二
洪
水
一

者
。
勅　

頃
来
染
レ
疫
之
人　

往
々
夭
亡
。
夫
護
防
之
恃　

実
頼
二
冥
威
一
。
存
済
之
方　

亦
期
二
梵
力
一
。
宜
レ
令
下
五
畿

内
七
道
諸
国　

奉
二
幣
名
神
一　

兼
復
於
二
国
分
二
寺
及
定
額

寺
一　

一
七
ケ
日　

昼
転
二
経
王
一　

夜
礼
中
観
音
上
。
如
レ
法

修
行　

必
呈
二
霊
感
一
。

『
日
本
三
代
実
録
』

　

貞
観
九
年
一
一
月
二
九
日
条

　
　

勅
曰
（
略　

水
害
・
干
害
・
疾
疫
の
予
言
）　

宜
下
告
二
天
下
諸

国
一　

三
日
斎
潔　

令
上
レ
奉
二
読
金
剛
般
若
及
摩
訶
般
若
一
。

又
命
二
七
大
寺
一　

講
二
演
仁
王
般
若
一
。
以
二
内
舍
人
一
為
レ
使

　

勾
二
当
其
事
一
。
与
二
専
寺
僧
綱
及
別
当
三
綱
五
師
等
一
。
相

共
勤
加
レ
察
。
但
若
来
若
去　

応
レ
物
隨
レ
機
。
苟
无
二
至
誠
一

　

何
通
二
霊
感
一
。
然
則
内
外
文
武
百
官
人
等
乃
至
庶
人
百
姓

　

読
経
之
頃　

至
レ
心
帰
レ
命　

不
レ
食
二
薫
血
一　

慎
忌
二
殺

生
一
。（
略
）

　

引
用
が
長
く
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
史
料
で
霊
感
の
語
は
ほ
ぼ

同
じ
文
脈
で
用
い
ら
れ
た
と
い
え
る
。
疾
疫
（
疫
癘
）
や
水
干
害

な
ど
、
あ
る
い
は
そ
の
予
兆
が
生
じ
た
な
か
で
、
昼
の
大
般
若
経
・

金
剛
般
若
経
の
転
読
や
夜
の
薬
師
悔
過
や
観
音
悔
過
を
行
い
、
そ

の
際
に
霊
感
を
実
現
す
る（
得
る
）こ
と
を
求
め
る
。
そ
れ
は
人
々

が
精
誠
・
至
誠
を
尽
く
し
、
法
の
ご
と
く
修
行
し
て
行
う
結
果
と

し
て
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
霊
と
は
さ
ま
ざ
ま
な
災
害

を
引
き
起
こ
す
霊
魂
（
怨
霊
）
の
こ
と
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
、

御
霊
信
仰
と
密
接
に
連
関
す
る
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。
御
霊
と

明
確
に
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
。
六
国
史
や
『
延
喜
式
』『
類

聚
三
代
格
』
な
ど
の
法
制
史
料
を
み
て
も
、
霊
感
の
語
が
使
用
さ

れ
た
時
期
は
こ
の
よ
う
に
限
定
さ
れ
、
こ
の
時
期
の
み
に
集
中
的

に
現
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
御
霊
の
存
在
が
強
く
意
識
さ
れ
、
御
霊

信
仰
が
大
き
く
広
が
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
り
、
そ
れ
と
も
適
合

す
る
。

　

そ
れ
で
は
「
霊
感
」
寺
と
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
性
格
や
意

義
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か（

1
）。
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一
　
霊
感
寺
と
「
双
墓
」

　

こ
の
寺
院
に
関
す
る
別
の
史
料
が
あ
る
。

　
『
日
本
三
代
実
録
』
に
二
つ
の
記
事
が
あ
る
。
ひ
と
ま
ず
、『
国

史
大
系
』
に
従
っ
て
記
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

（A）
貞
観
三
（
八
六
一
）
年
一
〇
月
二
二
日
条　

授
二
雲
感
寺
無

位
楢
本
神
従
五
位
下
一
。

　

（B）
貞
観
八
年
五
月
二
四
日
条　

以
二
大
和
国
平
群
郡
雲
甘
寺
従

五
位
下
楢
本
神
一
列
二
於
官
社
一
。

　

（A）
に
「
雲
、
原
作
霊
、
拠
下
文
貞
観
八
年
五
月
紀
及
神
名
式
改
、

而
此
上
恐
脱
大
和
国
三
字
」
と
校
訂
注
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
原

本
は
「
霊
感
寺
」
と
記
載
す
る
が
、「
雲
感
寺
」
と
改
め
た
こ
と

が
わ
か
る
。
貞
観
八
年
五
月
紀
と
は

（B）
で
あ
り
、
神
名
式
と
は
も

ち
ろ
ん
『
延
喜
式
』
神
名
上
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
大
和
国
平
群
郡

の
神
社
と
し
て
「
雲
甘
寺
坐
楢
本
神
社
」
が
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
改
訂
は
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
。
雲
甘
寺
の
名
は

（B）

と
『
延
喜
式
』
で
共
通
す
る
が
、「
甘
」「
感
」
は
音
通
す
る
も
の

と
考
え
、

（A）
も
同
一
の
寺
院
を
さ
す
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ

う
。『
日
本
三
代
実
録
』の
二
つ
の
記
事
と『
延
喜
式
』が
同
じ「
楢

本
神
社
」
と
す
る
点
か
ら
も
ま
ち
が
い
な
い
。
す
で
に
伴
信
友
が

「
雲
甘
」
の
熟
語
は
な
く
、「
雲
」
は
「
霊
」
の
誤
り
と
推
測
し
て

い
る
が（

2
）、「

雲
感
寺
」「
雲
甘
寺
」
は
語
意
が
い
ま
ひ
と
つ
難
解
で
、

寺
院
の
名
と
し
て
は
不
審
で
あ
る
。「
霊
感
寺
」が
理
解
し
や
す
い
。

「
雲
」
を
「
霊
」
の
誤
写
と
み
て
、
貞
観
三
年
一
〇
月
二
二
日
条

の
原
本
の
と
お
り
、
こ
の
寺
院
が
「
霊
感
寺
」
で
あ
っ
た
可
能
性

は
大
き
い
。
た
だ
し
、『
東
京
国
立
博
物
館
古
典
籍
叢
刊　

九
条

家
本
延
喜
式
』
で
確
認
し
て
も
、
や
は
り
文
字
は
「
霊
」
で
は
な

く
「
雲
」
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
、
霊
感
寺
は
大
和
国
平
群

郡
に
あ
り
、
楢
本
神
社
が
併
存
し
、
そ
れ
が
貞
観
期
に
従
五
位
下

の
位
階
を
持
つ
官
社
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

楢
本
神
社
は
現
存
す
る
神
社
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
す
る
近
世
以

来
の
地
誌
の
記
載
を
掲
出
す
る
。

『
大
和
名
所
図
会
』

　
　

梨
本
祠　

梨
本
村
に
あ
り　

今
は
野
馬
田
明
神
と
称
す　

神

名
帳
に
出
づ

『
大
和
志
』

　
　

雲
甘
寺
坐
楢
本
神
社　

三
代
実
録
作
霊
感
寺　

貞
観
三
年
十

月
授
従
五
位
下　

八
年
五
月
列
於
官
社　

○
在
梨
本
巳
郡
尾
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邑　

今
称
野
馬
田
明
神

『
大
日
本
地
名
辞
書
』

　
　

楢
本
神
社　

三
代
実
録
云　

貞
観
三
年　

平
群
郡
霊
甘
寺
楢

本
神
叙
位　

延
喜
式
云　

雲
甘
寺
坐
楢
本
神
社　

大
和
志
云

　

雲
甘
寺
坐
楢
本
神
は
梨
本
村
野
馬
田
明
神
な
り　

県
名
勝

志
云　

梨
本
の
字
宮
脇
に
在
り

『
大
和
志
料
』

　
　

雲
甘
寺
坐
楢
本
神
社　

延
喜
式
に
見
ゆ　

平
群
村
大
字
梨
本

の
村
社
た
り　

祭
神
詳
な
ら
ず
（
注
：
特
選
神
名
帳
に
は
不

詳　

明
細
帳
に
は
菊
理
比
売
命
と
あ
り
）　

但
し
雲
甘
寺　

三
代
実
録
に
霊
感
寺
に
作
る　

已
廃
し
址
詳
な
ら
ず　

　

梨
本
村
は
現
在
の
奈
良
県
平
群
町
梨
本
に
あ
た
る
。
寺
院
の
名

称
は
雲
甘
寺
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
『
延
喜
式
』
な
ど
に
基
づ
く

も
の
で
あ
ろ
う
。
宝
永
三
（
一
七
〇
六
）
年
の
記
録
に
「
白
山
権

現
社
」
と
あ
り
、
上
に
も
あ
る
よ
う
に
、
野
馬
田
明
神
と
称
さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
の
『
当
神

社
明
細
帳
』に
も
と
は
東
四
町
の
己
郡
尾（
ミ
コ
ホ
リ
ヲ
）に
あ
っ

た
雲
甘
寺
の
鎮
守
社
で
あ
っ
た
が
、
寺
が
廃
さ
れ
、
現
在
地
に
遷

座
さ
れ
た
と
い
う
伝
承
が
記
録
さ
れ
る（

3
）。

　

霊
感
寺
は
現
在
の
楢
本
神
社
の
鎮
座
地
か
ら
東
四
町
の
地
点
に

存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
近
接
し
て
、
現
在
、
長
屋
王
・

吉
備
内
親
王
墓
に
比
定
さ
れ
る
墓
が
存
在
す
る
。
長
屋
王
墓
は
現

在
、
直
径
一
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
・
五
メ
ー
ト
ル
程
度
の
円
墳

状
の
形
態
で
あ
る
が
、
下
に
削
平
さ
れ
た
六
世
紀
前
半
の
前
方
後

円
墳
（
梨
本
南
2
号
墳
）
が
存
在
す
る
。
吉
備
内
親
王
墓
は
直
径

二
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
の
円
墳
で
あ
る
。
埴
輪
を
と
も
な
い
横
穴
式

石
室
を
も
っ
た
古
墳
と
考
え
ら
れ
、
奈
良
時
代
の
墓
と
は
考
え
に

く
い
。
二
つ
の
墓
と
も
に
被
葬
者
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

に
つ
い
て
も
地
誌
を
掲
出
す
る
。

『
大
和
名
所
図
会
』

　
　

双
墓　

梨
本
村
に
あ
り　

一
は
左
大
臣
長
屋
王　

一
は
吉
備

内
親
王
な
り

『
大
和
志
』

　
　

双
墓　

在
梨
本
村　

一
称
長
墓　

左
大
臣
正
二
位
長
屋
王　

一
称
宇
司
墓　

二
品
吉
備
内
親
王　

続
日
本
紀
曰　

天
平
元

年
二
月　

遣
使
葬
長
屋
王
及
吉
備
内
親
王
屍
於
生
駒
山　

内

親
王
日
並
智
皇
子
之
女
長
屋
王
之
夫
人
也

『
大
日
本
地
名
辞
書
』
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双
墓　

梨
本
（
上
之
荘
の
南
）
の
東
方
字
前
と
云
所
に
長
尾

塚
牛
尾
塚
あ
り　

相
伝
ふ
長
屋
王
吉
備
内
親
王
の
墓
な
り
と

　
（
県
名
勝
志
）
続
日
本
紀
曰　

天
平
元
年
二
月
十
二
日　

遣
使
葬
長
屋
王
及
吉
備
内
親
王
屍
於
生
馬
山

『
大
和
志
料
』

　
　

双
墓　

平
群
村
大
字
梨
本
に
あ
り　

何
人
の
墓
な
る
を
詳
に

せ
ず
。
大
和
志
に
「
一
称
長
墓　

左
大
臣
正
二
位
長
屋
王　

一
称
宇
司
墓　

二
品
吉
備
内
親
王　

続
日
本
紀
曰　

天
平
元

年
二
月　

遣
使
葬
長
屋
王
及
吉
備
内
親
王
屍
於
生
駒
山　

内

親
王
日
並
智
皇
子
之
女
長
屋
王
之
夫
人
也
」
と
見
ゆ

　

双
墓
に
つ
い
て
、『
大
日
本
地
名
辞
書
』
は
「
ナ
ラ
ヒ
ノ
ハ
カ
」、

『
大
和
志
料
』
は
「
フ
タ
リ
」（
双
の
部
分
）
と
か
な
を
ふ
る
。
ど

う
読
む
か
は
確
定
的
で
な
い
が
、
双
を
「
な
ら
び
」
と
読
め
ば
、

楢
本
（
な
ら
も
と
）
と
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
二
つ
の
墓
は

「
な
が
」
墓
、「
う
し
」
墓
と
称
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、「
な
が
」

か
ら
長
屋
王
と
結
び
つ
け
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

長
屋
王
・
吉
備
内
親
王
墓
と
判
断
で
き
な
い
に
し
ろ
、
墓
の
存

在
自
体
は
古
代
に
さ
か
の
ぼ
ら
せ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。
寺
院
名
と
し
て
の
「
霊
感
」
が
御
霊
信
仰
と
の
関
わ

り
を
想
起
さ
せ
、近
接
し
て
墓
ら
し
き
も
の
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、

こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
陵
（
墓
）
寺
で
あ
る
。
こ
の
地
に
墓
・
寺
院
・

神
社
の
セ
ッ
ト
が
存
在
し
、
御
霊
祭
祀
の
場
と
な
っ
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
。

　

西
山
良
平（

4
）の

指
摘
す
る
よ
う
に
、
八
世
紀
末
～
九
世
紀
初
期
に

怨
霊
を
鎮
め
る
た
め
に
そ
の
墓
の
近
辺
に
寺
院
（
陵
寺
）
が
創
建

さ
れ
た
。
そ
の
例
を
確
認
し
て
お
く
。
ま
ず
、
淳
仁
天
皇
の
例
で

あ
る
。
宝
亀
三
（
七
七
二
）
年
八
月
、
使
を
淡
路
国
に
遣
わ
し
て

廃
帝
（
淳
仁
）
を
改
葬
し
僧
六
〇
口
を
屈
請
し
て
設
斎
行
道
し
た
。

そ
し
て
、
当
地
の
年
少
で
浄
行
あ
る
者
二
人
を
得
度
さ
せ
、
常
に

「
墓
側
」
に
住
ま
わ
せ
功
徳
を
修
め
さ
せ
た
。
宝
亀
九
年
三
月
に

淡
路
親
王
（
淳
仁
）
の
墓
を
「
山
陵
」
と
称
し
、
そ
の
母
当
麻
山

背
の
墓
を
「
御
墓
」
と
称
し
、
随
近
百
姓
に
守
ら
せ
た
。
こ
の
こ

ろ
、
皇
太
子
山
部
親
王
が
不
予
で
あ
っ
た
。
得
度
し
た
年
少
者
が

住
ん
だ
の
は
陵
に
近
接
す
る
寺
院
（
堂
舎
）
と
い
え
る
。

　

も
っ
と
も
著
名
な
の
が
早
良
親
王
の
事
例（

5
）で

あ
る
。
延
暦
二
四

（
八
〇
五
）
年
正
月
、早
良
親
王
（
崇
道
天
皇
）
の
た
め
に
陵
の
あ
っ

た
淡
路
国
に
寺
院
が
創
建
さ
れ
た
。
こ
れ
は
霊
安
寺
と
い
う
名
で
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あ
っ
た
ら
し
く
、
翌
月
に
小
倉
が
作
ら
れ
、
稲
・
調
庸
綿
が
収
納

さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
怨
霊
を
慰
め
る
た
め
で
あ
っ
た
。
四
月
に
改

葬
崇
道
天
皇
司
が
任
命
さ
れ
、
大
和
国
に
新
た
な
山
陵
が
作
ら
れ

た
。『
延
喜
式
』
諸
陵
寮
に
「
八
嶋
陵　

崇
道
天
皇　

在
二
大
和
国

添
上
郡
一　

兆
域
東
西
五
町　

南
北
四
町　

守
戸
二
烟
」
と
あ
る
。

そ
の
後
、
大
同
元
年
に
八
嶋
寺
が
創
建
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
崇
道

天
皇
社
も
存
在
し
た
。
八
嶋
陵
は
奈
良
市
八
島
町
に
現
存
す
る
が
、

寺
・
神
社
は
存
在
し
な
い
。

　

井
上
内
親
王
の
山
陵
（『
延
喜
式
』
諸
陵
寮
に
「
宇
智
陵
」　

五

條
市
御
山
町
）
に
隣
接
し
て
霊
安
寺
が
創
建
さ
れ
た
。
宝
亀
八

（
七
七
七
）
年
一
二
月
に
改
葬
し
、
墓
を
「
御
墓
」
と
称
す
る
こ

と
と
な
り
、翌
年
正
月
に
改
葬
が
行
わ
れ
た
。延
暦
一
九（
八
〇
〇
）

年
七
月
に
、
早
良
親
王
の
天
皇
号
追
称
と
同
時
に
井
上
を
皇
后
と

復
称
し
、
墓
を
山
陵
と
称
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
霊
安
寺
の
創
建

は
改
葬
あ
る
い
は
皇
后
復
称
の
直
後
と
推
定
さ
れ
る
。
か
つ
て
塔

心
礎
や
そ
の
周
辺
が
発
掘
調
査
さ
れ
、
検
出
さ
れ
た
鎮
壇
具
に
延

暦
一
五
（
七
九
六
）
年
鋳
造
の
隆
平
永
宝
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら

お
お
む
ね
こ
の
時
期
に
塔
が
造
営
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
弘
仁

七
年
一
〇
月
二
三
日
太
政
官
符
（『
類
聚
三
代
格
』
一
四
）
に
「
此

寺
構
作
年
久　

徒
有
二
伽
藍
之
名
一　

未
レ
修
二
説
法
之
事
一
」
と
あ

り
、
こ
の
時
に
正
税
四
〇
〇
〇
束
を
割
き
出
挙
の
息
利
を
春
秋
悔

過
・
修
理
料
に
あ
て
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
井
上
内
親
王
を

祀
る
御
霊
神
社
も
存
在
す
る
。
こ
こ
に
は
平
安
時
代
後
半
の
も
の

と
み
ら
れ
る
神
像
が
あ
り
、
中
世
の
史
料
に
よ
る
と
、
桓
武
天
皇

の
創
始
と
さ
れ
る
。
大
同
四
（
八
〇
九
）
年
七
月
、
井
上
内
親
王

の
吉
野
山
陵
で
掃
除
と
読
経
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
山
陵
が
祟
を

な
し
、
干
害
が
発
生
し
た
か
ら
で
あ
る
。
弘
仁
一
（
八
一
〇
）
年

一
二
月
に
も
吉
野
山
陵
で
読
経
が
行
わ
れ
た
。

　

早
良
親
王
や
井
上
内
親
王
の
山
陵
に
付
属
す
る
寺
院
が
霊
安
寺

と
い
う
名
を
持
つ
こ
と
は
や
は
注
意
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
霊
の
意

味
は
怨
霊
の
意
味
で
あ
る
。
霊
安
と
は
そ
れ
を
安
ん
ず
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
霊
感
寺
も
怨
霊
た
る
霊
に
感
応
し
た
寺
院
で
あ
り
、
八

島
寺
や
霊
安
寺
と
同
じ
よ
う
な
時
期
に
同
じ
よ
う
な
状
況
の
も
と

で
創
建
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　

二
　
貞
観
期
の
怨
霊
と
霊
感
寺

　

楢
本
神
社
に
位
階
や
官
社
の
格
が
与
え
ら
れ
た
時
期
の
状
況
を

概
観
し
て
み
る
。
表
Ⅰ
は
貞
観
元
（
八
五
九
）
年
か
ら
一
〇
年
ま
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表Ⅰ　貞観 1 ～ 10年の災異と対策

年 月 内容

貞観元

8
 5 月から霖雨により大和国丹生河上雨師社で止雨祈願　　大風雨により京師の人居の壊

れるもの多し

9

賀茂御祖・別雷・松尾・貴布祢・乙訓・稲荷社で止雨祈願　　山城国月読社・木嶋社・

羽束志社・水主社・樺井社・和岐社・大和国大和社・石上社・大神社・一言主社・片岡社・

広瀬社・竜田社・巨勢山口社・葛木水分社・賀茂山口社・当麻山口社・大坂山口社・膽

駒山口社・石村山口社・耳成山口社・養父山口社・都祁山口社・都祁水分社・長谷山口社・

忍坂山口社・宇陀水分社・飛鳥社・飛鳥山口社・畝火山口社・吉野山口社・吉野水分社・

丹生川上社・河内国枚岡社・恩智社・和泉国大鳥社・摂津国住吉社・大依羅社・難波大社・

広田社・生田社・長田社・新屋社・垂水社・名次社で止雨祈願
10 諸国の天神地祇に奉幣（ 9 月の祈願の効果あり稔りあり）

貞観 2

5 地震・雷電・雹により端午節停止

6  5 月から霖雨・大水

9
大風により京師の百姓廬舍の破損甚だ多し　　風雨やまず都城の東西 2 河洪水　　浜海

の地で潮水が漲溢

10
真如の上表により大和国平城京中の水田55町余を不退・超昇寺に施入（亡霊の宿心を破

らず聖朝の冥助に資するため）
11 烈風雷雨　　人々の廬舍が多く破損

貞観 3

3 東大寺で無遮大会を設け大仏を供養

5 近京名神七社で祈雨

8 赤痢が流行し子供が罹患し死者多し

10 霊感寺の楢本神に叙位

貞観 4

5 霖雨やまずさらに雷電大雨となり庭に水があふれる

6
平城旧京中勅旨田30町を高岳親王・紀種子・大原全子・藤原乙名子に返し興福寺宿院に

与える　　 5 月から霖雨により飢饉
9 京師の井泉が枯れ勅して神泉苑の西北門を開き水を汲むのを許す

12 在原善淵の奏上により高丘親王の創建した堂舍の地に一舍の建立を許す

貞観 5

1
咳逆病のため内宴を停止　　御在所・建礼門・朱雀門で大祓　　京師で賑給（前年冬か

ら咳逆病の死者甚だ多し）

2
大和国吉野郡高山で祭事を行い虫をはらう　　多武峰墓（藤原鎌足墓）の四履内での百

姓の伐木放牧を禁止

3
諸国の名神に奉幣（咳逆病の流行に神の感応あり）　　疫病の予兆があり安居中の経王講

説を命じる
4 この月、霖雨

5
平野社の久度・古関神・合殿比売神に叙位　　神泉苑で御霊会を修する（疫病が流行し

死亡する者甚だ多し）
6 この月、霖雨

7 祟りの予兆により大極殿で伊勢大神を奉祷

8 神泉苑で修法を行う
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貞観 6

5 霖雨により京師で賑給　　駿河国富士郡の浅間大神大山（富士山）が噴火

7 平野社の今木神に叙位　　富士大山大噴火　　神社の修造・修飾を命じる

8 浅間名神に鎮謝し奉幣

11 畿内・山陽道・南海道に疫病の予兆があり、般若大乗を転読

12 肥後国阿蘇郡の健磐竜命神霊池が震動・池水の沸騰あり

貞観 7

2

肥後国阿蘇郡の神霊池の異変により寺院での薫修（金剛般若経の転読）・神社での奉幣、

賑給、租税未納の免除を命じる　　神霊池の異変について宇佐八幡大菩薩に祈願　　同

じく山階山陵・柏原山陵・嵯峨山陵・深草山陵・田邑山陵に祈願
4 内裏・諸司諸所で十善戒を受け・般若心経を読む（前年の咳逆病・今年の疫気のため）

5

神泉苑・七条大路衢で般若心経を読み、夜に佐比寺僧恵照が疫神祭を行う　　伴健岑を

放免し勅により出雲国に移す　　多武峰墓辺寺に居住する近士賢基に米を支給し墓の四

至内を検察させる　　雷雨　　霖雨
12 甲斐国八代郡の浅間明神祠を官社とする（八代郡の暴風大雨など・富士大山の噴火のため）

貞観 8

1
陸奥国の鹿嶋大神の苗裔神に奉幣し、鹿嶋大神宮の造宮材確保のために周辺に樹木を植

える

2
肥後国阿蘇大神に奉幣。同神に対し金剛般若経・般若心経を、大宰府の城山四王院に対

し金剛般若経・般若心経を転読　　摂津国住吉神社で金剛般若経・般若心経を転読
3 紫宸殿で大般若経を、近京26寺・大和国香山・長谷・壼坂寺で金剛般若経を転読

閏 3
京城の貧窮者を鴨川辺に集め新銭・飯を支給　　近京33寺で金剛般若経・般若心経を転

読
4 近京16寺・近江国梵釈寺・崇福寺で金剛般若経・般若心経を転読

5 大和国平群郡の霊感寺の楢本神を官社とする　霖雨

6
大旱により飢餓となり京師の人が多く東堀河の鮎を捕る　　楯列山陵（神功皇后陵）守

が多く樹木を伐採し炎旱が発生、山陵に奉謝

7
宮城中・京畿七道諸神および大和国丹生川上雨師神に祈雨　　賀茂御祖・別雷・松尾・

丹生川上・稲荷・水主・貴布祢神に祈雨

10
藤原良継墓に守 徭丁を置く　　東大・興福・元興・薬師・西大・大安・法華・延暦寺

で大般若経を転読　　近京33寺で金剛般若経・般若心経を転読

貞観 9

1 疫病の予兆により諸国で仁王般若経を転読し鬼気祭を行う

2
前年の旱により京師で飢餓、賑恤　　豊後国速見郡鶴見山の三池が震動し異臭が生じ、

磐石が飛び温泉が沸騰
4 豊後国の鶴見山の火男・火売神に謝し大般若経を転読　　飢饉　　霖雨

5
月次祭・神今食を延期　　宮城京邑の病苦・死喪者が多く朱雀門前で大祓　　前月から

霖雨
8 肥後国阿蘇郡の山嶺が震動し崩れる（言上）

11 諸社に班幣（疫病・風雨の予兆にもかかわらず稔りあり）

貞観10

7
大和国吉野郡の深山の沙門道珠に布米を施す　播磨国で大地震があり官舍・定額寺の堂

塔などすべて倒壊
8 霖雨

9 14神に対して奉幣し止雨祈願
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で
の
自
然
災
害
や
そ
れ
に
対
す
る
宗
教
的
な
も
の
も
含
む
対
策
を

『
日
本
三
代
実
録
』
か
ら
お
お
ま
か
に
拾
い
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

従
来
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
は
さ
ま
ざ
ま
な

自
然
災
害
や
伝
染
病
の
流
行
な
ど
が
起
き
た
。
夏
の
霖
雨
は
毎
年

の
よ
う
に
起
き
、
干
害
も
め
だ
っ
た
。
貞
観
五
年
の
咳
逆
病
の
大

流
行
や
翌
六
年
の
富
士
山
の
大
噴
火
、
阿
蘇
山
の
神
霊
池
の
異
変

な
ど
、
大
き
な
異
変
も
相
次
い
だ
と
い
え
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
実
行
さ
れ
た
な
か
で
、
ま
ず
、
注
目
す
べ

き
は
貞
観
五
年
五
月
の
神
泉
苑
で
の
御
霊
会
で
あ
る
。
周
知
の
ご

と
く
、
こ
の
御
霊
会
は
百
姓
が
咳
逆
病
に
多
く
罹
患
し
た
こ
と
へ

の
対
策
で
、
こ
の
時
、
御
霊
と
さ
れ
た
の
は
崇
道
天
皇
（
早
良
親

王
）・
伊
予
親
王
・
藤
原
夫
人
（
吉
子
）・
観
察
使
（
藤
原
仲
成
）・

橘
逸
勢
・
文
室
宮
田
麻
呂
の
六
人
の
霊
で
あ
っ
た
。
当
時
、
御
霊

と
し
て
強
く
意
識
さ
れ
た
の
は
こ
の
六
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち

が
い
な
い
。

　

貞
観
二
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
真
如
（
高
丘
親
王　

平
城
天
皇

の
子
）
や
在
原
善
淵
（
高
丘
親
王
の
子
）
が
主
導
し
て
平
城
天
皇

に
関
わ
る
水
田
の
施
入
な
ど
の
措
置
が
行
わ
れ
た
。
二
年
、
真
如

の
上
表
に
よ
り
、
も
と
も
と
大
同
四
年
に
上
毛
野
・
叡
努
・
石
上

内
親
王
（
い
ず
れ
も
平
城
の
子
）
に
与
え
ら
れ
た
平
城
京
中
の
水

田
が
不
退
寺
・
超
昇
寺
に
施
入
さ
れ
た
。
こ
れ
は
内
親
王
ら
が
か

つ
て
施
入
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
收
公
さ
れ
て
し
ま
っ
た
水
田
で

あ
っ
た
。
不
退
寺
は
平
城
天
皇
の
萱
の
御
所
跡
に
在
原
業
平
（
平

城
天
皇
の
孫　

父
阿
保
親
王
）
が
創
建
し
た
と
伝
承
さ
れ
、
超
昇

寺
は
高
丘
親
王
が
承
和
二
（
八
三
五
）
年
に
楊
梅
宮
の
跡
地
を
た

ま
わ
り
創
建
し
た
と
伝
承
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
真
如
の
上

表
に
「
不
レ
破
二
亡
霊
之
宿
心
一　

将
レ
資
二
聖
朝
之
冥
助
一
」
と
そ

の
目
的
が
記
さ
れ
る
。
文
字
通
り
の
そ
の
意
味
は
亡
霊
の
宿
心
を

破
ら
ず
（
宿
心
の
通
り
に
し
）、
天
皇
の
冥
助
に
資
す
る
こ
と
で

あ
る
が
、
か
つ
て
内
親
王
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
水
田
が
収
公
さ
れ

た
こ
と
が
亡
霊
の
宿
心
を
破
る
行
為
で
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。

つ
ま
り
亡
霊
と
は
平
城
天
皇
自
身
の
霊
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

貞
観
四
年
六
月
に
同
じ
く
平
城
京
中
の
勅
旨
田
が
高
岳
親
王
・
紀

種
子
・
大
原
全
子
・
藤
原
乙
名
子
に
返
さ
れ
、
さ
ら
に
興
福
寺
宿
院

に
与
え
ら
れ
た
。
同
年
一
二
月
に
在
原
善
淵
が
奏
上
し
高
丘
親
王
の

創
建
し
た
堂
舎
が
荒
廃
し
た
の
で
一
舎
を
建
立
す
る
こ
と
を
求
め
、

許
可
さ
れ
た
。
善
淵
の
奏
上
の
な
か
に
や
は
り
平
城
天
皇
が
登
場
す
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る
。
本
文
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
善
淵
自
下
在
二
童
齔
二
之
年
上　

平

城
天
皇
別
賜
二
恩
隠
一
。
荷
レ
戴
之
徳　

猶
欲
レ
灰
レ
身
。
自
二
宮
車
晏

駕
一　

常
念　

結
二
精
廬
於
陵
次
一　

以
作
二
念
仏
之
地
一　

聊
且
所
レ

得
白
業　

即
便
奉
レ
資
二
御
霊
一
。
丘
山
之
恩　

以
補
二
万
一
一
。
假
使

世
累
未
レ
免
者　

以
二
得
意
一
僧
一　

代
レ
身
令
二
住
持
一　

至
二
于
帰

老
之
時
一　

将
レ
果
二
出
世
之
願
一
。
而
年
鬢
漸
衰
。
心
事
未
レ
合
。
望

二
山
陵
一
而
泣
レ
血
。
顧
二
簪
纓
一
而
胡
顏
」。
善
淵
が
子
供
の
頃
、
平

城
天
皇
か
ら
こ
と
に
恩
隠
を
う
け
た
こ
と
、
宮
車
晏
駕
、
す
な
わ
ち
、

平
城
の
死
後
、
山
陵
の
そ
ば
に
精
廬
を
結
ん
で
念
仏
の
地
と
し
、
善

業
を
行
い
御
霊
を
奉
資
し
よ
う
と
常
に
思
っ
て
き
た
こ
と
、
そ
れ
が

果
た
せ
ず
に
年
を
取
り
、
落
胆
し
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ

こ
に
も
「
御
霊
」
の
語
が
あ
る
が
、
平
城
天
皇
の
恩
に
報
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
や
は
り
平
城
天
皇
の
霊
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
善

淵
は
禅
師
親
王
（
高
岳
親
王
）
の
堂
舍
の
地
に
一
舎
を
建
て
る
と
い

う
の
で
あ
る
。
貞
観
八
年
三
月
、
平
城
京
内
の
田
が
善
淵
に
与
え
ら

れ
た
。
こ
の
田
は
、
上
の
奏
上
に
基
づ
き
、
善
淵
が
京
内
の
荒
地
を

買
得
し
て
開
墾
し
、
精
舍
修
理
の
資
と
し
た
も
の
の
、
内
蔵
寮
が
格

に
よ
る
と
し
て
収
公
し
勅
旨
田
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
上

の
奏
上
は
「
奉
二
為
平
城
太
上
天
皇
一　

建
二
精
舍
於
陵
次
一
」
と
簡

潔
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

以
上
、
真
如
や
在
原
善
淵
に
よ
っ
て
平
城
天
皇
の
存
在
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
感
が
強
い
。
西
山
の
指
摘
す
る
と
お
り
、

彼
ら
は
こ
の
よ
う
な
形
で
断
続
的
に
平
城
天
皇
の
山
陵（
楊
梅
陵
）

に
陵
寺
を
造
営
し
の
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
真
如
は
こ
の
時
期

に
入
唐
求
法
を
志
し
て
、
貞
観
三
年
三
月
に
許
可
さ
れ
、
九
州
に

入
り
、
翌
年
に
大
宰
府
を
出
航
し
た
。

　

貞
観
五
・
六
年
の
平
野
社
の
四
神
（
今
木
神
・
久
度
神
・
古
関
神
・

比
売
神
）
に
対
す
る
叙
位
は
高
野
新
笠
に
関
係
し
、早
良
親
王
（
お

よ
び
桓
武
天
皇
）
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
貞
観
五
年
二
月

に
使
い
を
大
和
国
吉
野
郡
の
高
山
に
遣
わ
し
て
祭
事
を
お
こ
な
い

（
虫
害
の
た
め
）、
一
〇
年
七
月
に
大
和
国
吉
野
郡
の
深
山
に
あ
る

沙
門
道
珠
を
召
し
布
米
を
与
え
た
の
は
井
上
内
親
王
と
関
わ
り
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
大
同
四
年
三
月
に
干
害
を
防
ぐ
た
め
に
井

上
内
親
王
の
「
吉
野
山
陵
」
を
掃
除
し
て
読
経
を
し
、
嵯
峨
天
皇

の
治
世
の
弘
仁
元
年
一
二
月
に
や
は
り「
吉
野
陵
」で
読
経
を
行
っ

た
。
さ
ら
に
貞
観
七
年
五
月
に
承
和
の
変
で
隠
岐
国
に
配
流
さ
れ

た
伴
健
岑
が
赦
に
会
い
放
免
さ
れ
入
京
す
る
と
い
う
報
告
が
あ

り
、
出
雲
国
に
移
す
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
承
和
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の
変
に
関
わ
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
ま
た
、多
武
峰
墓
（
貞
観
五
・

七
年
）
や
鹿
嶋
神
や
阿
多
墓
（
藤
原
良
継
）
な
ど
藤
原
氏
に
ま
つ

わ
る
こ
と
が
ら
も
あ
る
。
こ
れ
は
藤
原
仲
成
や
薬
子
と
つ
な
が
る

か
も
し
れ
な
い
。

　

明
確
に
判
断
で
き
る
事
例
は
多
く
な
い
が
、
神
泉
苑
の
御
霊
会

で
御
霊
と
さ
れ
た
人
物
が
こ
れ
以
外
の
ケ
ー
ス
で
も
慰
撫
の
対
象

と
な
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
当
時
、
主
と
し
て
恐
れ
ら
れ

た
怨
霊
は
こ
れ
ら
お
よ
び
や
や
さ
か
の
ぼ
る
井
上
内
親
王
な
ど
で

あ
っ
た
。
表
Ⅰ
を
み
る
限
り
、
長
屋
王
や
吉
備
内
親
王
の
怨
霊
が

こ
の
時
に
問
題
と
な
っ
た
形
跡
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
や
は

り
一
二
〇
年
か
ら
三
〇
年
程
度
の
前
の
長
屋
王
・
吉
備
内
親
王
の

霊
は
当
時
の
人
の
さ
し
あ
た
っ
て
認
識
の
外
に
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

御
霊
と
寺
院
の
関
係
を
整
理
し
て
お
く
。
早
良
親
王
陵
は
八
嶋

陵
で
、
こ
こ
に
す
で
に
八
嶋
寺
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
幽
閉
さ
れ
た

乙
訓
寺
も
や
は
り
早
良
親
王
の
追
善
と
深
く
関
わ
っ
た
。
大
同
五

年
七
月
に
平
城
天
皇
の
不
予
の
た
め
に
川
原
・
長
岡
寺
で
誦
経
が

行
わ
れ
た
。
長
岡
寺
と
は
乙
訓
寺
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
弘
仁
二

（
八
一
一
）
年
に
空
海
は
高
雄
山
寺
か
ら
乙
訓
寺
に
移
り
住
み
、

一
年
程
度
そ
の
修
造
に
従
事
し
た
。

　

伊
予
親
王
・
藤
原
吉
子
に
つ
い
て
桜
木
潤
の
研
究
が
詳
細
で
あ

る
が（

6
）、

寺
院
の
点
で
ま
と
め
る
と
、
前
掲
の
よ
う
に
、
大
同
五
年

七
月
に
川
原
寺
で
も
誦
経
が
行
わ
れ
た
こ
と
、天
長
四
（
八
二
七
）

年
正
月
に
勅
に
よ
り
大
和
国
高
市
郡
の
贈
皇
后
（
高
志
内
親
王
）

の
墾
田
を
春
秋
悔
過
料
と
し
て
橘
寺
に
施
入
し
、
綿
を
川
原
寺
に

施
入
し
誦
経
さ
せ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
関
わ
り
、
淳

仁
天
皇
の
願
文
が
『
性
霊
集
』
に
収
録
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

こ
の
時
、
伊
予
親
王
の
追
善
の
た
め
に
法
華
八
講
が
行
わ
れ
、
空

海
ら
当
時
の
高
僧
が
関
わ
っ
た
。
川
原
寺
は
伊
予
親
王
・
藤
原
吉

子
の
最
期
の
地
で
あ
る
。
伊
予
親
王
・
藤
原
吉
子
の
場
合
、
主
に

川
原
寺
で
追
善
の
行
事
な
ど
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。『
延
喜

式
』
諸
陵
寮
に
よ
る
と
、
伊
予
親
王
の
墓
は
山
城
国
宇
治
郡
の
巨

幡
墓
で
あ
っ
た
。
神
泉
苑
の
御
霊
会
で
祭
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
井
上
内
親
王
の
宇
智
陵
に
は
霊
安
寺
が
付
属
し
た
。

　

早
良
親
王
や
井
上
内
親
王
の
陵
と
墓
お
よ
び
寺
院
は
別
に
確
認

で
き
、
霊
感
寺
と
結
び
つ
く
こ
と
は
な
い
。
伊
予
親
王
の
場
合
も

墓
は
別
に
存
在
し
、
彼
と
母
藤
原
吉
子
の
追
善
の
場
は
川
原
寺
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
橘
逸
勢
や
文
室
宮
田
麻
呂
は
霊
感
寺
の
創
建
よ
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り
後
の
時
期
の
御
霊
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
怨
霊
は
霊
感
寺
と
は
関

連
が
な
か
ろ
う
。
神
泉
苑
の
御
霊
会
で
祭
ら
れ
た
も
の
に
限
定
し

て
、
か
つ
、
消
去
法
で
あ
る
が
、
霊
感
寺
・
楢
本
神
社
・
二
つ
の

墓
は
藤
原
薬
子
の
変
と
関
わ
る
可
能
性
が
も
っ
と
も
強
い
と
考
え

る
。
ひ
と
つ
は
貞
観
期
に
平
城
太
上
天
皇
に
関
わ
る
寺
院（
陵
寺
）

の
整
備
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
藤
原
仲
成
が
御
霊

と
し
て
祭
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
。
長
屋
王
・
吉
備
内
親
王
墓
の

可
能
性
も
も
ち
ろ
ん
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
理
解
す

る
の
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　

三
　
薬
子
の
変
と
怨
霊

　

西
山
良
平
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
平
城
は
御
霊
で
は
な
い
。
藤

原
薬
子
の
変
は
そ
れ
自
体
の
内
容
や
意
義
に
も
議
論
と
な
る
べ
き

点
が
あ
る
が
、
怨
霊
の
点
で
も
問
題
は
残
る
。
井
上
満
郎（

7
）は

神

泉
苑
の
御
霊
会
で
の
「
観
察
使
」
を
橘
逸
勢
の
官
職
と
す
る
解
釈

を
示
し
た
が
、
現
在
、
有
力
な
見
解
と
は
い
え
な
い
。
宮
崎
浩（

8
）は

仲
成
の
罪
は
形
式
上
、
冤
罪
と
は
い
え
ず
、
伊
予
親
王
事
件
に
関

与
し
た
加
害
者
の
性
格
を
も
あ
わ
せ
も
つ
と
し
た
。

　

弘
仁
元
（
八
一
〇
）
年
、
二
所
朝
廷
と
呼
ば
れ
た
よ
う
な
対
立

の
な
か
で
、
九
月
に
平
城
太
上
天
皇
は
平
城
宮
へ
遷
都
す
る
命
を

出
し
た
。
坂
上
田
村
麻
呂
・
藤
原
冬
嗣
・
紀
田
上
ら
が
造
宮
使
に

任
命
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
直
後
、
嵯
峨
天
皇
は
伊
勢
・
近
江
・

美
濃
国
府
お
よ
び
故
関
（
三
関
）
を
固
め
、藤
原
仲
成
を
捕
ら
え
、

藤
原
薬
子
と
仲
成
を
処
罰
す
る
詔
を
出
し
た
。
平
城
に
近
侍
し
た

藤
原
真
夏
や
文
室
綿
麻
呂
が
平
城
宮
か
ら
召
さ
れ
、
上
毛
野
穎
人

か
ら
平
城
の
東
国
脱
出
の
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
坂
上
田
村
麻
呂

ら
が
美
濃
道
を
防
い
だ
。平
安
京
に
お
い
て
仲
成
が
射
殺
さ
れ
た
。

平
城
太
上
天
皇
は
藤
原
葛
野
麻
呂
や
藤
原
真
雄
の
諌
言
に
も
か
か

わ
ら
ず
脱
出
を
試
み
た
が
、
大
和
国
添
上
郡
越
田
村
で
諦
め
平
城

宮
に
も
ど
り
剃
髮
入
道
し
た
。
藤
原
薬
子
は
自
殺
し
た
。
こ
の
よ

う
な
動
向
の
な
か
で
、
仲
成
と
薬
子
の
過
酷
な
境
遇
が
際
立
つ
。

平
城
に
近
侍
し
た
貴
族
た
ち
は
次
々
に
離
脱
し
、
平
城
自
身
が
孤

立
し
て
い
っ
た
。
最
後
ま
で
残
っ
た
の
は
薬
子
程
度
で
あ
っ
た
。

仲
成
は
早
い
段
階
で
落
命
し
た
。

　

弘
仁
四
年
六
月
七
日
長
講
金
光
明
経
会
式
に
、
慰
撫
す
べ
き
対

象
と
し
て
藤
原
仲
成
御
霊
や
藤
原
内
侍
御
霊
が
み
え
る
の
で
、
こ

の
時
に
す
で
に
仲
成
や
薬
子
の
怨
霊
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る（

9
）。

し
か
し
、そ
の
後
、神
泉
苑
の
御
霊
会
で
観
察
使
（
藤
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原
仲
成
）
が
御
霊
と
し
て
慰
撫
の
対
象
と
な
る
ま
で
の
状
況
は
か

な
り
不
明
確
で
あ
る
。
藤
原
仲
成
は
祟
り
を
な
す
こ
と
が
な
か
っ

た
と
す
る
見
解
も
あ
る
。

　

弘
仁
四
年
頃
、
飢
饉
や
疫
病
の
流
行
に
み
ま
わ
れ
て
い
た
。
同

年
五
月
二
五
日
勅
で
賑
給
を
行
い
政
府
の
蓄
え
が
な
く
な
っ
た
状

況
を
指
摘
し
、
た
や
す
く
賑
給
を
請
う
こ
と
を
禁
じ
た
。
翌
年
七

月
二
四
日
勅
は
「
大
同
以
来　

疾
疫
間
発
」
と
述
べ
班
田
の
遅
れ

た
ケ
ー
ス
を
次
の
年
限
の
起
点
と
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
七
年
九

月
に
嵯
峨
天
皇
が
不
予
と
な
っ
た
。
八
年
六
月
に
祈
雨
が
行
わ
れ

た
。
干
害
が
発
生
し
た
ら
し
い
が
、
翌
年
三
月
に
水
干
害
の
た
め

に
臣
下
の
封
禄
を
削
減
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
後
祈
雨
の
記
事

が
み
え
は
じ
め
る
。
四
月
二
三
日
詔
に
「
去
年
秋
稼
燋
傷
不
レ
収

　

今
玆
新
苗
播
殖
望
絶
」
と
あ
り
、
八
年
の
収
穫
が
大
き
な
打
撃

を
受
け
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
こ
の
年
も
干
害
に
悩
ま
さ
れ
、
七

月
に
東
国
で
地
震
が
起
き
、
九
月
に
伝
染
病
が
発
生
し
た
。
九
月

一
〇
日
に
詔
が
出
さ
れ
、
諸
国
の
金
光
明
寺
で
の
金
剛
般
若
経
転

読
が
命
じ
ら
れ
、
諸
国
が
言
上
し
た
八
年
以
前
の
租
税
未
納
の
原

免
が
認
め
ら
れ
た
。

　

視
点
を
変
え
て
、
嵯
峨
天
皇
・
平
城
太
上
天
皇
の
周
辺
を
を
み

る
。
弘
仁
八
年
四
月
、
朝
原
内
親
王
が
死
去
し
た
。
朝
原
は
桓
武

天
皇
と
酒
人
内
親
王
の
子
で
平
城
天
皇
の
妃
で
あ
っ
た
。
薬
子
の

変
の
時
、
平
城
太
上
天
皇
に
同
行
せ
ず
、
弘
仁
三
年
に
妃
の
地
位

を
辞
し
た
。
な
お
、
そ
の
直
後
に
同
じ
く
大
宅
内
親
王
も
妃
の
地

位
を
辞
し
た
。
弘
仁
八
年
五
月
に
藤
原
緒
嗣
の
奏
に
よ
り
、
贈
皇

后
藤
原
帯
子
の
国
忌
を
除
い
た
。
帯
子
は
藤
原
百
川
と
藤
原
諸
姉

（
藤
原
良
継
の
女
）
と
の
間
の
子
で
、
平
城
の
妻
（
皇
太
子
妃
）

と
な
っ
た
が
、即
位
前
の
延
暦
一
三
年
に
病
気
の
た
め
死
去
し
た
。

平
城
の
即
位
と
と
も
に
顕
彰
さ
れ
、
皇
后
を
贈
ら
れ
た
。
弘
仁
八

年
八
月
、
橘
常
子
が
死
去
し
た
。
彼
女
は
桓
武
の
后
妃
で
大
宅
内

親
王
の
母
で
あ
る
。
桓
武
の
寵
を
受
け
た
が
、
そ
の
死
後
出
家
し

た
。
平
城
太
上
天
皇
は
従
三
位
に
叙
し
た
。

　

次
い
で
九
月
に
薬
子
の
夫
中
納
言
藤
原
縄
主
が
死
去
し
た
。
縄

主
は
薬
子
の
変
の
時
に
大
宰
帥
の
地
位
に
あ
り
こ
の
事
件
に
関
与

し
な
か
っ
た
。
中
納
言
任
命
は
弘
仁
三
年
。
縄
主
の
死
去
か
ら
約

一
年
後
、
弘
仁
九
年
一
一
月
に
中
納
言
藤
原
葛
野
麻
呂
が
死
去
し

た
。
こ
の
人
物
も
前
述
し
た
よ
う
に
、
平
城
太
上
天
皇
に
近
侍
し

た
が
、
平
城
の
動
き
に
同
調
し
な
か
っ
た
。
一
二
月
に
右
大
臣
藤

原
園
人
死
去
が
死
去
し
た
。
園
人
は
嵯
峨
天
皇
の
皇
太
弟
時
代
に
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皇
太
弟
傅
も
任
じ
ら
れ
て
以
来
、
嵯
峨
の
信
頼
を
得
、
弘
仁
三
年

に
右
大
臣
と
な
っ
た
。
短
期
間
に
、
中
納
言
以
上
の
議
政
官
が
三

人
死
去
し
た
の
で
あ
る
。
残
っ
た
の
は
大
納
言
藤
原
冬
嗣
、
中
納

言
藤
原
緒
嗣
・
文
室
綿
麿
、
参
議
秋
篠
安
人
・
紀
広
浜
・
多
治
比

今
麻
呂
・
良
峰
安
世
・
藤
原
三
守
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
上
層
の
議
政
官
の
あ
い
つ
ぐ
死
去
が
怨
霊
と
結
合
さ

れ
た
可
能
性
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
弘
仁
一
〇
年
三
月
に
伊
予
親

王
・
藤
原
吉
子
が
本
位
号
に
戻
さ
れ
た
の
は
こ
れ
と
関
わ
り
が
あ

ろ
う
。
こ
の
時
期
の
自
然
災
害
や
高
官
た
ち
の
死
去
は
ひ
と
ま
ず

伊
予
親
王
事
件
の
怨
霊
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
桜

木
潤
が
こ
の
時
の
干
害
と
最
澄
の
経
の
長
講
や
空
海
の
関
与
し
た

伊
予
親
王
・
藤
原
吉
子
追
善
の
た
め
の
法
会
と
の
関
わ
り
を
示
し

て
い
る（

10
）。

　

こ
の
時
、
平
城
太
上
天
皇
周
辺
あ
る
い
は
藤
原
薬
子
の
変
と
関

わ
る
人
物
が
相
次
い
で
死
去
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
確
証
は

得
ら
れ
な
い
が
、
薬
子
の
変
に
関
わ
る
怨
霊
が
認
識
さ
れ
た
可
能

性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
平
城
太
上
天
皇
の
怨

霊
で
は
な
い
。
平
城
は
存
命
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
や
は
り
仲
成

や
薬
子
の
怨
霊
が
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
は
平
城
太
上
天
皇
の
周

辺
の
、
最
終
的
に
仲
成
や
薬
子
に
同
調
し
な
か
っ
た
人
物
の
死
去

に
結
び
つ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
平
城
自
身
が
ど
う
で

あ
っ
た
か
は
問
題
で
あ
る
が
、
朝
原
・
大
宅
内
親
王
や
藤
原
縄
主
・

葛
野
麻
呂
は
こ
の
計
画
に
積
極
的
に
関
与
し
な
か
っ
た
の
は
事
実

で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
計
画
は
平
城
の
周
辺
で
も
受
け
入

れ
ら
れ
ず
、
平
城
の
陣
営
か
ら
脱
落
者
が
続
出
し
、
仲
成
や
薬
子

（
お
よ
び
平
城
）
が
孤
立
し
て
い
っ
た
印
象
が
強
い
。
仲
成
や
薬

子
の
怨
霊
は
そ
う
い
っ
た
平
城
周
辺
の
人
物
に
危
害
を
及
ぼ
し
た

と
認
識
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
。
な
お
、
藤
原
帯
子
の
忌
日
を
国

忌
か
ら
除
外
し
た
こ
と
は
お
そ
ら
く
仲
成
や
薬
子
の
行
為
に
対
す

る
謝
罪
の
意
味
が
あ
り
、
怨
霊
の
慰
撫
と
は
位
相
が
異
な
る
と
思

わ
れ
る
。
そ
れ
を
申
し
出
た
の
は
帯
子
の
兄
弟
で
仲
成
・
薬
子
の

近
親
で
あ
っ
た
藤
原
緒
嗣
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
霊
感
寺
に
正
税
が
与
え
ら
れ
た
天
長
五
年
頃
の
状
況
を

み
て
み
る
。
ま
ず
、
弘
仁
一
四
年
に
嵯
峨
天
皇
は
譲
位
し
大
伴
親

王
が
即
位
し
た
（
淳
和
天
皇
）。
こ
の
前
後
に
平
城
太
上
天
皇
は

平
城
宮
の
諸
司
の
廃
止
や
太
上
天
皇
号
と
服
御
物
の
辞
退
を
求
め

た
。
そ
の
後
、
天
長
元
年
七
月
に
平
城
は
没
し
た
。
平
城
に
日
本

根
子
天
推
国
高
彦
尊
の
謚
号
が
贈
ら
れ
、
楊
梅
陵
に
葬
ら
れ
た
。
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楊
梅
陵
は
『
延
喜
式
』
諸
陵
寮
に
「
平
安
宮
御
宇
日
本
根
子
推
国

高
彦
尊
天
皇　

在
二
大
和
国
添
上
郡
一
。
兆
域
東
西
二
町
・
南
北

四
町
。
守
戸
五
烟
」
と
あ
る
。

　

さ
て
、
三
年
末
頃
か
ら
、
淳
和
天
皇
は
病
気
だ
っ
た
よ
う
で
、

四
年
正
月
の
朝
賀
を
停
止
し
、
天
皇
は
踏
歌
節
会
に
も
出
御
し
な

か
っ
た
。
こ
れ
は
稲
荷
神
社
の
木
を
伐
っ
た
罪
と
さ
れ
た
。
二
月

に
、
伊
勢
斎
内
親
王
（
氏
子
内
親
王
）
が
病
気
に
よ
り
退
出
す
る

こ
と
と
な
り
、
五
月
頃
か
ら
干
害
と
な
り
、
空
海
が
祈
雨
を
行
い
、

降
雨
と
な
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
七
月
以
降
、
地
震
が
頻
発

し
、
こ
の
傾
向
は
五
年
ま
で
続
い
た
。
同
年
五
月
に
京
が
洪
水
に

な
っ
た
。
こ
れ
は
北
山
神
の
妨
げ
と
さ
れ
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
取
ら
れ
た
が
、
注
目
す
べ
き
は
以
下
の
よ

う
な
事
項
で
あ
る
。
天
長
四
年
正
月
の
橘
寺
へ
の
墾
田
施
入
や
川

原
寺
で
の
誦
経
は
伊
予
親
王
・
藤
原
吉
子
の
怨
霊
を
慰
撫
す
る
た

め
で
あ
っ
た
。
淳
和
天
皇
の
法
華
八
講
の
願
文
（
天
長
皇
帝
為
故

中
務
卿
親
王
捨
田
及
道
場
支
具
入
橘
寺
願
文　
『
性
霊
集
』
六
）

は
こ
れ
と
関
係
す
る
。
空
海
が
こ
の
法
会
に
奉
仕
し
た
が
、
空
海

は
祈
雨
も
行
っ
た
。伊
予
親
王
・
藤
原
吉
子
の
怨
霊
が
問
題
と
な
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
五
年
一
一
月
に
大
宅
内
親
王
が
出
家
し
た
こ

と
に
も
留
意
し
た
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
彼
女
は
平
城
天
皇
の

元
妃
で
あ
っ
た
。
こ
の
出
家
の
事
実
は
や
は
り
こ
れ
ら
の
災
害
な

ど
と
薬
子
の
変
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
暗
示
す
る
の
で
は
な

い
か
。
な
お
、
大
宅
内
親
王
は
こ
の
後
、
嘉
祥
二
（
八
四
九
）
年

に
死
去
し
た
。

　

貞
観
の
御
霊
会
に
お
い
て
、
藤
原
仲
成
が
御
霊
の
一
柱
と
さ
れ

た
の
は
ま
ち
が
い
な
い
が
、
そ
れ
は
突
然
に
出
現
し
た
わ
け
で
な

く
、
や
は
り
、
前
の
段
階
で
そ
れ
に
起
因
す
る
現
象
が
起
き
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
と
し
て
明
記
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
。
ま

ず
、
仲
成
（
や
薬
子
）
の
霊
は
、
平
城
太
上
天
皇
の
周
辺
で
彼
ら

に
同
調
し
な
か
っ
た
人
物
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
在
位
の
嵯
峨
天
皇

自
身
に
強
く
迫
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味

で
、
怨
霊
と
し
て
の
脅
威
は
や
や
弱
い
と
認
識
さ
れ
た
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
弘
仁
期
後
半
お
よ
び
天
長
五
年
前
後
に
藤
原
仲

成
や
薬
子
の
霊
が
問
題
と
な
っ
た
こ
と
は
推
測
で
き
る
。
霊
感
寺

の
創
建
（
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
）、
正
税
の
施
入
、
楢
本
神
の

叙
位
・
官
社
へ
の
編
入
の
背
景
に
あ
っ
た
の
は
こ
の
よ
う
な
こ
と

で
あ
っ
た
と
憶
測
し
て
お
き
た
い
。
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お
わ
り
に

　

本
稿
の
結
論
を
改
め
て
示
す
。

　

（ 1 ）
『
類
聚
国
史
』
に
登
場
す
る
大
和
国
の
霊
感
寺
と
は
『
日
本

三
代
実
録
』・『
延
喜
式
』
の
雲
甘
寺
と
同
一
実
体
で
、
霊
感

寺
が
正
し
い
名
称
で
あ
る
。

　

（ 2 ）
霊
感
寺
は
楢
本
神
社
（
奈
良
県
平
群
町
）
の
東
方
に
存
在
し
、

そ
れ
に
近
接
し
て
、
い
わ
ゆ
る
長
屋
王
・
吉
備
内
親
王
墓
が

存
在
す
る
（「
双
墓
」）。
こ
れ
は
墓
・
寺
院
・
神
社
が
一
体

と
な
っ
て
存
在
す
る
、
怨
霊
祭
祀
の
場
で
あ
っ
た
可
能
性
が

あ
る
。

　

（ 3 ）
霊
感
寺
は
薬
子
の
変
の
際
の
怨
霊（
藤
原
仲
成
や
藤
原
薬
子
）

と
深
く
関
係
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

（ 4 ）
彼
ら
は
弘
仁
期
中
頃
、
天
長
五
年
頃
、
貞
観
期
前
半
頃
に
強

く
怨
霊
と
し
て
認
識
さ
れ
、
霊
感
寺
へ
の
正
税
の
施
入
、
楢

本
神
へ
の
叙
位
、
官
社
へ
の
編
入
な
ど
の
慰
撫
の
た
め
の
措

置
が
と
ら
れ
た
。

　

最
後
に
二
つ
の
問
題
を
簡
単
に
論
じ
て
お
く
。
ま
ず
、
現
長
屋

王
・
吉
備
内
親
王
の
墓
が
実
は
何
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
藤
原
仲

成
・
薬
子
兄
妹
な
ど
と
関
わ
る
と
い
う
以
上
の
こ
と
は
わ
か
ら
な

い
。
こ
の
点
は
ま
ず
、
彼
ら
の
よ
う
な
罪
人
の
墓
が
そ
も
そ
も
存

在
し
た
の
か
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
。
改
め

て
、
貞
観
期
の
、
亡
き
平
城
太
上
天
皇
を
め
ぐ
る
動
向
を
見
て
み

る
と
、
平
城
自
身
の
「
宿
心
」
や
そ
の
追
善
が
問
題
と
さ
れ
て
い

た
。
平
城
自
身
が
何
か
満
足
し
な
い
境
遇
に
あ
っ
た
か
の
ご
と
く

で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
こ
ま
で
論
じ
て
き
た
こ
と
と
整
合
し
な
い
よ

う
で
あ
る
。
怨
霊
は
、
貞
観
期
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
藤
原
仲
成

や
薬
子
の
霊
で
あ
っ
た
。
怨
霊
の
あ
り
方
（
認
識
の
あ
り
方
）
が

変
化
し
つ
つ
あ
る
状
態
を
看
取
で
き
る
と
も
い
え
よ
う
が
、
詳
細

は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
本

稿
は
楢
本
神
社
が
現
在
、
当
該
の
地
に
あ
る
こ
と
か
ら
出
発
し
た

論
考
で
あ
り
、
そ
の
点
で
、
事
実
認
定
の
う
え
で
心
許
な
い
部
分

が
あ
る
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
ひ
と
つ
の
仮
説
と
し
て
、
一
応
の

結
論
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
注

（
1
）以
下
の
記
述
に
お
い
て
六
国
史
を
根
拠
と
す
る
こ
と
が
多
い
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
典
拠
を
示
す
こ
と
は
し
な
い
。
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（
2
）『
式
内
社
調
査
報
告　

京
畿
内
二
』

（
3
）『
式
内
社
調
査
報
告　

京
畿
内
二
』

（
4
）
西
山
「〈
陵
寺
〉
の
誕
生
」（
大
山
喬
平
教
授
退
官
記
念
会
編
『
日

本
国
家
の
史
的
特
質
』
古
代
・
中
世
〈
思
文
閣
出
版　

一
九
九
七

年
〉）

（
5
）
最
近
の
研
究
と
し
て
西
本
昌
弘
『
早
良
親
王
』（
吉
川
弘
文
館

　

二
〇
二
〇
年
）

（
6
）
桜
木
潤
「
嵯
峨
・
淳
和
朝
の
「
御
霊
」
慰
撫
」（『
仏
教
史
学
研

究
』
四
七
―
二　

二
〇
〇
五
年
）

（
7
）
井
上
満
郎
「
御
霊
信
仰
の
成
立
展
開
」（『
奈
良
大
学
紀
要
』
五

　

一
九
七
六
年
）

（
8
）
宮
崎
浩
「
貞
観
五
年
御
霊
会
の
政
治
史
的
考
察
」（『
史
学
研
究
』

一
九
八　

一
九
九
二
年
）

（
9
）
桜
木
潤
「『
三
部
長
講
会
式
』
に
み
え
る
御
霊
」（『
史
泉
』

九
六　

二
〇
〇
二
年
）

（
10
）
桜
木
注
6
論
文
。
宮
崎
注
8
論
文
は
こ
れ
を
藤
原
冬
嗣
の
北
家

安
泰
の
祈
願
に
よ
る
と
す
る
。
ま
た
、
大
江
篤
「
伊
予
親
王
の
怨

霊
と
川
原
寺
」（
同
『
日
本
古
代
の
神
と
霊
』〈
臨
川
書
店　

二
〇
〇
七
年
〉　

初
出
二
〇
〇
三
年
）
は
こ
の
時
、
霊
の
存
在
は

問
題
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
伊
予
親
王
事
件
の
関
係
者
が
弘
仁
元
年

に
復
位
さ
れ
た
の
を
受
け
て
二
人
の
復
位
も
行
わ
れ
た
と
す
る
。

い
ず
れ
の
説
に
も
従
え
な
い
。

［
付
記
］

本
稿
はJSPS

科
研
費18K

00979

・
基
盤
研
究

（C）
「
日
本
古
代
の
畿
内
・

近
国
に
お
け
る
牧
の
総
合
的
研
究
」（
代
表　

奈
良
大
学
吉
川
敏
子
）
に

よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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